
蔦‖: イワナの生息環境の保全ヘ
～魚類の移動経路の維持活動～

点調 賢  地

帯工 6→魚選 卜_ヽ |■

".=

(点検項目 (棄》)
魚道の上下流端及ひ魚道内の3地点において、下記の点検を行う^
rT漁道の破授の有無
121堆積土砂の有無

`3,流本の有無
(I,コミの有無
′

=洗
掘の有無 (上下流地点)
6他

床翻 3号魚道

離 1盤 1,号魚道

産卵床の経年確露状況  1平成 22年 度～=成 28年 度 )

帯工 14号 魚道

醸 1 調査対象魚道部の状況
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点検実施日:令和7年 9月 9日 (火 )

島[Ш」監:盤121璽]塑i國:量2壁1壁」笠]菫」Kl壼〕重E囲1錘]墾:⊇_」:謹i動」当:±童1■:L⊇_い:二 主催 :あおもりの川を愛する会

点検結果打含日:令和7年 11月 20日 (本 ) 出席者:上北県土整備事務所、成田副課長、あおもりの川を愛する会、伊藤幹事、羽賀幹事

1.蔦川魚道点検調査の声法について
今年は、昨年の反省を踏まえて、蔦川魚道点検調査を3班に分けて同時に行つた。そのため、時間内にスムーズな点検を行うことができた。
また、各班毎に、点検責任者の方から点検結果と写真、特記事項をご提出いただきましたので、詳細は別紙魚道点検用紙 (1/3～ 3/3)を参照下さい。

※「砂防関係施設点検要領 (案)|1砂 防関係施設の点検 ||―」点検計画、種類、実施体制、実施時期及び点検の声法 ¬.点検討点検」より抜粋を参者にする。
点検計画の策定に先立ち、区域名、施設名、施設種別、所在地、施設諸元などをまとめた施墨き丘型長、被災履歴等、既存の施設に関する基本的な情報を収集整理する。

このほか、設計の根拠とされた基準類についても、可能な範囲で整理する。(https://www.mlit.8o.」 p/river/shishm_guidelhe/sabo/sabo_tenkenyouryou_202203.pdf)

施設名 点検調査にお|する特記事項 対応策 (案 ) 打含せ結果 (今後の対応 ) 備  者

床固8号魚道

下流

本体

上流

。流木撤去実施したが、大きな流本が1

本残つている。

。床固本体 (中央部)の自然石の欠落
が3箇所あり。

・あ|`).

・魚道に機能上の問題は特にない。
・大きな流本¬本除去の検討。

・構造上 |こ支障はないと思われるが、経過
観察の継続が必要と思われる。

。経過観察。

。大きな流本は、撒去して<ださい。

・経過観察とする。
′

。経過観察とする。

下流

本体

上流

・床日本体、魚道を含めて概ね良好。

|

帯工6号魚道
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蔦川魚類の移動経路の維持活動 (魚道点検調査)一点検結果と対応につしヽて一

点 検 実 施 日 :令和 7年 9月 9日 (火 )          点検結果打含日 :令不]7年 11月 20日 (本 )   出席者:上北県土整備事務所、成田副課長、あおもりの川を愛する急 伊藤幹事、羽賀幹事

施設名 点検調査における特記事項 対応策 (案 ) 打含せ結果 (今後の対応 ) 備  考

床固6号魚道

下流

本体

上流

。床固本体、魚道、下流部の破損。洗堀
なし。

・土砂の堆積、流本、ごみ無し。

景 道機能良支5と思われる。

平 衛 国

, , , I

床固12号魚道

下流

本体

上流

ガあるのではないか。

。下流在岸の低水路閉塞解消確認。

乗 道部の左岸背面の空)同補修済み
確認。

・床固の上下流は土砂堆積、流本、ご
みなどなし。

。魚道機能も問題がないと思われる。

。測量を実施して洗堀の百無を確 :忍
・渇水期にスタッフによる簡易測定を
定期的を行い、洗堀の進行状況を確
認する。

1長  F]

:

,1 `

`1裁
・ ●:11‐ 111::輸1轟・

l _:

2/3

l il.I .I

●`イ



点検実施日:令和7年 9月 9日 (火 )

蔦川魚類の移動経路の維持活動 (魚道点検調査)一点検結果と対応について一

点検結果打含日:令不]7年 11月 20日 (本 ) 出席者:上北県土整備事務所、成田副課長、あおもりの川を愛する会、伊藤幹事、羽賀幹事

施設名 点検調査における特記事項 対応策 (案 ) 打含せ結果 (今後の対応 ) 備  者

帯工14号魚道

下流

本体

上流

・魚道機能は問題なく機能している。

・帯工本体の自然石張工のはく離が
部分的に見られ、昨年より範囲が大き
くなつている。

・定期観察や今後の補修工事が必要と思
われる。

・経過観察とする。

‐ .i ,|

二
響

‐●"
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大倉沢落差工

下流

本体

上流

・魚道部に土砂が堆積して流水がなく
魚道の閉塞が見られる。

・魚道上流部の上砂堆積。

・魚道の機能確保のための定期観察や土
砂、流本の撤去管理が必要であると思わ
れる。

・魚道部土砂の堆積を撤去する。今後
は、定期的に土砂堆積の有無を点検
する。
-9/30に撤去済み (別紙写真参照 )
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蔦川魚道点検用紙 (2/3) 点検日時 :2025年  9月   9ヒ」

床圏 6号魚道 床固 12詈魚道

下流 本体 上流 下流 本体 上流

魚道の破損
(有×又は無○ )

だヽ
、`ノ ○ ○ ○ ○ ○

雌積土砂
(有 X又は無○)

;

′
」

○ ○ ○ ○ ○ ○

流 本
(有×又は無○)

; ○ ○ ○ ○ ○ 〇

ゴ ミ
(有×又は無○ )

,

′

|
○ ○ ○ ○ ○ ○

洗 掘
(有×又は無○ )

,

′

1

○ ○ ○ ○

・ 降下 CDI否

(可○又は否 X)
,, ..O ,.,...,..

写 真 等 魚道部 (下流側から撮影)

・_ ヽ

下流左岸部 魚道部 (下流側から撮影)

。水量が多く、0乍年度指摘されている下流右岸の洗堀の可能性について確言忍
できなかった。

・魚道は機能していると思われる。

特記事項

・下流左岸部の低水路の閉塞は解消されていた。

。魚道部の左側背面の空洞についても補修されていた。

。水量が多いため、下流側の護床工について確認できなかった。

。魚通は機能していると思われる。

点検者 (◎記入者); 古川 華博 送信先  ;伊藤文二
bun」 i_ito67560yahoo.co.」 p

蔦川1 本川  (下流 ⇒ 上流)



蔦川魚道点検用紙 (3/3) 点検日時 ;2025年  9月  9日

帯工 14詈魚道 大倉沢落差工

本体 上流 下流 本体 上流

魚道の破損
(有×又は無○ )

○ ○ ○ し ) ○ C)

堆積土砂
(有×又は無○ )

;

′

`

〇 ○ C) X × ×

流 本
(有×又は無○ )

| ○ ○ ○ △ (枝等少量 ) △ (枝等少量 ) △ (枝等少量 )

ゴ ミ
(有×又は無○) |

○ C) ○ ∪ ○ C)

洗 掘
(有×又は無○ )

○
(0午年より河床低下 ?)

tυ (_) C)

遡上・ 降下可否
(可○又は否 X)

写 真 等

特記事項

0乍年同様、魚道部においては問題なく機能していると思われる。
なお、帯工下流部スロープ上に設置している自然石張工が一部剥離しており、8乍年
写真に比べて河床低下及び剥離範囲が拡大しているように見えるので、定期観察と
今後補修工事が必要と思われる。

:乍年に土砂撤去や雑本伐採が行われたことにより、)可川環境は良好と思われるが、
魚道部においては、上流部が平坦なためか導水路上に土砂が堆積して流水が無く、
魚道が閉塞して遡上できない状況となっている。

今後は、定期的 (年 ¬回程度)に、観察と土砂及び流本撤去を行う必要があると思
われる。

点検者 (◎記入者): 3班 太田博秋 伊藤文二
bunji_ito67560yahoo.oo.」 p

送信先

蔦川 本川  (下流 ⇒ 上流)

下流

睦型

●´



大倉沢落差工 9月 30日土砂撤去済 大倉沢落差工 9月 30日土砂撤去済

壼冒鵬画面凛轟
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大倉沢落差工 9月 30日土砂撤去済 大倉沢落差工 9月 30日土砂撤去済
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土砂及び流木撤去箇所
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